
  

 
  

 
 

 
 
 
 

 サラリーマンの還付申告の期限 

Ｑ：私はサラリーマンです。昨年、株式の

配当金を受け取りました。確定申告をすれば、

源泉徴収されている税金が、還付されると聞

きました。確定申告の期限はすでに過ぎてし

まいましたが、今からでも、還付を受けるた

めの申告をすることはできますか？ 

 

Ａ：確定申告の申告期限後であっても、５

年間は、還付を受けるための申告をすること

ができます。 

【解説】 

 確定申告書を提出する義務の無い人でも、

源泉徴収された税金が、納めすぎになってい

る場合は、確定申告書を提出することによっ

て、税金の還付を受けることができることと

なっています。あなたのように、もともと確

定申告の義務のない人の場合は、配当金など

を受取った年の翌年の１月１日以降であれば、

還付を請求する申告書を、いつでも提出する

ことができます。 

 しかし、還付を請求できる権利は、申告書

を提出できる日から起算して５年目で消滅し

てしまうこととされていますので、あなたの

場合は、今年の１月１日から、平成１９年 

１２月３１日までに、還付請求のための申告

書を提出しなければ、還付を受けることがで

きません。 

 なお、医療費控除や、住宅ローン控除の適

用を受けることにより、税金の還付を受けら

れるような場合でも、同じように５年間は、

還付請求の申告書を提出して、還付を受ける

ことができます。 
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